
令和６年度 年間授業計画 

都立小山台高等学校・定時制課程 

                                                                                 

１ 教科・科目 地学基礎  ２単位 

２ 対象学年 第４学年   

３ 教科担当者 増田 泰大  使用教材 なし(指導用ﾌﾟﾘﾝﾄ) 

４ 使用教科書 東京書籍「改訂 地学基礎」 

 

５  年間授業計画 

学期                                                                              月 単 元（指導内容） 具体的な指導目標 予定時数 

１
学
期 

 

4月 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

5月 

 

１編 私たちの宇宙の進化 

１章 宇宙の構造と進化 

① ビッグバンと宇宙の誕

生 

② 天体の誕生 

③ 恒星としての太陽の進

化とその最後 

④ 銀河と天の川銀河 

⑤ 銀河の集団と宇宙の

大規模構造 

２章 太陽と惑星 

① 太陽系の誕生 

② 太陽系天体の特徴 

③ 太陽 

④ 太陽の活動と地球へ

の影響 

⑤ 太陽系の広がりと地球 

<中間考査> 

・ ビッグバンについて理解させる。 

・ 宇宙の晴れ上がりを理解させる。 

・ 恒星が誕生する過程を理解させる。 

・ 宇宙空間に広がるガスや塵が、可視光線で観測で

きるところ以外にも存在していることを理解さ

せる。 

・ 太陽が核融合反応でエネルギーを生成している

ことを理解させる。 

・ 主系列星の太陽が、将来、赤色巨星になり、最後

に白色矮星と惑星状星雲になると考えられるこ

とを理解させる。 

・ 天の川銀河の構造について理解させる。 

・ 天の川銀河だけでなく、多くの銀河の中心にブラ

ックホールが発見されていることを理解させる。 

・ 宇宙空間における銀河の疎密や、大規模構造につ

いて理解させる。 

・ 微惑星の衝突合体から原始惑星となったことを

理解させる。 

・ 地球型惑星と木星型惑星の違いを理解させる。 

・ 各惑星や衛星の特徴を理解させる。 

・ 小惑星や彗星、隕石を観測することの意義を理解

させる。 

・ 太陽の表面のようすや内部構造を理解させる。 

・ 太陽の吸収スペクトルから、太陽に存在している

物質がわかるしくみを理解させる。 

・ 太陽表面のようすを理解させる。 

・ 太陽風による地球への影響を理解させる。 

・ 太陽系の空間的な広がりについて理解させる。 

・ 地球が生命にとって適した環境であることを理

解させる。 
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6月 

 

 

 

２編 私たちの地球の変遷と

生物の進化 

１章 地層や岩石の観察 

① 地層の形成 

② 地質構造 

③ 変成岩 

・ 地層累重の法則について理解させる。 

・ 地層が形成される仕組みや場所を理解させる。 

・ 堆積岩の分類を理解させる。 

・ しゅう曲・断層・不整合を理解させる。 

・ 変成作用と変成岩の特徴を理解させる。 

・ 地層の層序関係の調べ方、示準化石による年代決
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7月 

④ 地層と古環境 

２章 生命の変遷 

① 地球史の最初期 

② 先カンブリア時代 

③ 古生代 

④ 中生代 

⑤ 新生代 

<期末考査> 

定、示相化石による環境推定について理解させ

る。 

・ 海の始まりについて理解させる。 

・ 初期の地球のようすについて理解させる。 

・ 生物の出現や活動による大気組成の変化につい

て理解さえせる。 

・ エディアカラ生物群の特徴を理解させる。 

・ 環境の変化と生物の変遷を理解させる。 

・ ハチュウ類、特に恐竜、被子植物の出現、白亜紀

末の大量絶滅を関連付けて理解させる。 

・ 大陸配置の変化に伴う草原の出現と哺乳類の進

化を理解させる。 

・ 氷河時代について、海面の変化とともに理解させ

る。 

・ 人類の進化を系統立てて理解させる。 

２
学
期 

 

9月 

 

 

 

 

10月 

 

３編 私たちの大地 

１章 大地とその動き 

① 地球の形と大きさ 

② 地球の構造 

③ 地球内部の動き 

④ プレートの境界 

２章 地震 

① 地震のメカニズム 

② 海溝の地震 

③ 活断層の地震 

<中間考査> 

・ 地球の大きさを計算する方法を理解させる。 

・ 地球が回転楕円体であることを理解させる。 

・ 地球の内部が、地殻、マントル、外核、内核に分

かれた層構造をしていることを理解させる。 

・ 物質は同じだが、温度差による粘性の違いで区切

り、名称が変わることを理解する。 

・ マントル内部の対流とプルームの動きについて

理解させる。 

・ プレートの 3つの境界（発散境界、収束境界、す

れ違う境界）とその特徴を理解させる。 

・ 海溝、中央海嶺、大山脈がプレート運動の結果、

形成されたことを理解させる。 

・ 地震による揺れのもとは断層運動により生じた

波であることを理解させる。 

・ 震度とマグニチュードの違いを理解させる。 

・ 海溝では、巨大地震が発生しやすいことを理解さ

せる。 

・ 活断層により生じる地震と海溝の地震との違い

を理解させる。 

・ 活断層の位置の把握は地震被害の予防に役立つ

ことを理解させる。 
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11月 

 

 

 

 

 

 

 

12月 

３章 火山 

① 火山ができる場所 

② 火山活動の多様性 

③ 火成岩の観察 

４編 私たちの空と海・地球

のこれから 

１章 大気と海洋 

① 地球の大気 

② 地球の熱収支 

③ 大気の大循環 

④ 海水とその運動 

<期末考査> 

・ 火山がプレート境界に多く分布していることを

理解させる。 

・ 海嶺、沈み込み帯、ホットスポットの火山活動の

特徴を理解させる。 

・ SiO2含有量・マグマの粘性と、火山の噴火様式・

形などとの関連を理解させる。 

・ 火砕物や火砕流について理解させる。 

・ 火成岩が組織と鉱物組成によって分類できるこ

とを理解させる。 

・ マグマの性質から、噴火様式と地形、火成岩が

関連付けできることを理解させる。 

・ 大気が 4層に分かれていることを理解させる。 

・ それぞれの圏の特徴を、その特徴の発現する理由
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とともに理解させる。 

・ 太陽放射と地球放射の波長の違いから、放射平衡

の状態にあることを理解させる。 

・ 水蒸気、二酸化炭素、メタン、フロンなどの温室

効果ガスにより温室効果が引き起こされている

ことを理解させる。 

・ 緯度による太陽放射と地球放射の差が、大気の大

循環の原因であることを理解させる。 

・ 降水量と蒸発量の緯度別分布のグラフから、特徴

を読みとることができるようにさせる。 

・ 海水の構造が、温度の鉛直分布によって分けられ

ていることを理解させる。 

・ 海流や深層循環などの海水の運動を理解させる。 

・ エルニーニョ現象を理解させる。 

３
学
期 

 

1月 

 

 

 

2月 

 

 

3月 

２章 日本の自然の恵みと

防災 

① 日本の自然環境の特    

徴 

② 自然の恵み 

③  地震による災害と防     

災 

④ 火山による災害と防災 

⑤ 気象災害と防災 

⑥ 災害と人間のかかわり 

終１章  地球環境の考え

方 

① 地球環境の考え方 

終２章 自然環境の変動 

① 自然環境の変化 

② 人間活動がもたらす 

③ 自然環境の変化 

終３章 これからの地球環

境 

① 世界の取り組み 

② 代替エネルギー 

③ 持続可能な発展へ 

<学年末考査> 

・ 日本の自然環境の特徴を理解させる。 

・ 日本の自然がどのような恩恵をもたらしている

のかを理解させる。 

・ 地震災害を日本の自然環境の特徴と関連づけて

理解させる。 

・ 緊急地震速報や警戒宣言などについて学ばせる。 

・ 火山災害の特徴を過去の災害例を通して理解さ

せる。 

・ 日本の四季の天気の特徴と気象災害を、地域性を

意識して理解させる。 

・ 時代変化による自然災害の特徴や予測・防災につ

いて理解させる。 

・ 自然現象を時間的・空間的スケールでとらえられ

ることを理解させる。 

・ 地球が大気圏、水圏、雪氷圏、岩石圏、生物圏な

どからなる地球システムとみなすことができる

ことを理解させる。 

・ 地球システムで起こるフィードバックのしくみ

を理解させる。 

・ 自然環境には変動性があることを理解させる。 

・ オゾン層の破壊、地球温暖化について理解させ、

人間と自然のかかわりについて考えさせる。 

・ 地球環境的視点から、世界の取り組みを理解させ

る。 

・ 代替エネルギーについて理解させる。 

・ 持続可能性の視点で、自分たちにできることを

考え、発表することができるようにさせる。 
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６ 学習者への注意  

  内容を深めるため、話し合いや自主学習の場面設定を行うので、休まず参加すること。 

７ 評価の観点、方法 

  定期考査・出席点・授業に取り組む姿勢・提出物の完成度から総合的に評価する。 


